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German Olympia as national festival
—Developments from the Sedan Festival to the 1922 German Games—
Katsuaki HATAKOSHI
Abstract: This study consideres how the German Olympia was linked to the German Games. Above 
all, this topic was examined as a battle for supremacy between Turnen advocates and promoters of 
sports. Up until now, research regarding the struggle between Turnen and sports has been approached 
as a controversy over two alternatives. However, this research focuses on the process leading up to the 
holding of the German Games as a national festival, and clarifies the complex process of “resistance” 
and “amalgamation” of the inherently German traditional culture of Turnen within the process of 
acceptance of sports in Germany. The result revealed that this process had its inception in the inclusion 
of Turnen performances, sports, and games in the program of the Sedan Festival, which is a festival 
commemorating the German army’s victory in the Franco-German War, that there were plans to hold 
the national Sedan Festival as the German Olympia, which was to be a national festival, but these plans 
ended in failure, and that finally the German Olympia was held in Germany on a national scale via the 
German Games.
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会（Der Zentralausschuß zur Förderung der Volks- 
und Jugendspiele in Deutschland 以下 ZA と表記）15) は
ヴィッテの理念とセダン祝祭を対比させ，各地域のセ


























































































て 1,000 m 以上の巨大な競技場と 300,000 から 400,000
の観客席を計画し，完全なる古代の円形劇場を建設す
ることであった28)。祝祭場は最終的に 1898 年 3 月にラ
イン川沿いのリューデスハイムにあるニーダーヴァル
ト記念碑に決定された。しかしながら，経済的な障害


































委員会」を結成。1895 年 12 月 13 日に第 1 回会議を開
催し，ドイツのアテネ・オリンピック競技大会参加を
望んだ。貴族階級の人々とともに引き続き活動するた




































会セントルイス大会委員会（Deutsches Komitee für 
die Olympischen Spiele in St. Louis）を解散させ，オ
リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 の た め の ド イ ツ 帝 国 委 員 会
（Deutscher Reichsausschuß für Olympische Spiele 以
下 DRAfOS と表記）を設立するための申請を 2 月に打


















DT は 1900 年以前にドイツ国内オリンピアに対する
態度と同様に国際オリンピック競技大会への参加を拒
絶したので，DRAfOSとは分断したままであった。1905
とはなかった。すなわち，1899 年 1 月にはすでに，祖
国の祝祭競技のための帝国協会（Reichsverein für 






は 1899 年 1 月に DT とともに，各地で催されている祝
祭を進展させるために計画的に国民祝祭を実現させ




る。10 年後のみならず，100 年とつづき，1900 年の











きない。1901 年にはすでに，ゲプハルトは IOC にお
いて 1908 年ベルリン大会開催案を打ち出した。しかし





































































るようになった。最終的に DT は DRAfOS に歩みより，

























































































ていた38)。1909 年から 1913 年までの間に陸上競技もし
くはトゥルネン的で民族なプログラムをともなったあ
らゆる競技大会の開催，すなわち「オリンピア」はい
く つ か の ス ポ ー ツ 的 な 遊 戯（ 芝 の 上 の ス ポ ー ツ
Rasensport）を取り得ることができた。DRAfOS の元
会長であるアッセブルグ伯爵が亡くなる数カ月前










創設 100 周年に 2 回目が開催された40)。1911 年にはブ














































1913 年 2 月ライプツィヒにおいて DKB が 1920 年ド
イツ競技大会開催にむけて設立された。ロルフスは












1913 年 7 月 DRAfOS の会合までに次の状況の評価を
以下のように示している。













ヴィルヘルム二世王位 25 周年記念では 1913 年 6 月の
開会式の枠外で展開した。トゥルナーのみで10,000人，






翌日の 1913 年 6 月 9 日には DRAfOS の役員がベルリ







































































































1916 年 8 月，DRAfOS の副会長であるロルフスは





























境付近のセダンでも，ドイツ軍は 9 月 1 日から 2 日
にかけて決戦をいどみ，フランス側はナポレオン三
世みずからが 8 万 3 千の兵士とともに捕虜となると
いう完敗を喫したのである．その結果，フランスは
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